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4面にごみ・し尿の

年末年始の特別収集と

57年1月の収集日程を掲載
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住みよいまちづくり

へ 一
九
八
一
年
を
振
り
返
っ
て

一
九
八
一
年
も
あ
と
十
日
奮
戦

す
だ
け
と
な
り
、
み
な
’
｛
ん
の
家

庭
で
も
あ
わ
た
だ
し
い
毎
日
か
と

思
い
未
了
。

池
本
市
政
が
ス
タ
ー
ト
し
て
一

年
、
今
年
も
い
ろ
い
ろ
な
で
き
ご

と
が
あ
り
ま
し
た
。

三
月
一
日
に
は
、
わ
た
ぐ
し
た

ち
の
ま
ち
。
宇
治
市
”
が
誕
生
し

て
三
十
周
年
夕
迎
λ
、
こ
れ
Ｍ
Ｐ
ｕ

念
し
て
市
の
木
に
。
も
み
じ
（
イ

ロ
ハ
モ
ミ
ジ
）
≒
市
の
花
に

。
や
ま
安
戸
、
そ
し
て
、
全
国
で

も
初
め
て
と
い
う
市
の
宝
木
に

ぢ
ゃ
の
木
谷
制
定
し
ま
し
た
。
ま

た
、
昭
和
五
十
三
年
度
か
ら
の
財

政
自
幸
再
建
計
固
を
二
ヵ
年
短
縮

し
て
達
成
し
ま
し
た
が
、
財
政
体

質
の
改
善
に
つ
い
て
は
緒
に
つ
い

た
ば
か
り
で
、
な
お
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
ｙ
。

乱
し
な
が
ら
、
巾
民
生
活
に

か
か
わ
り
の
深
い
市
行
政
は
、
六
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1

…………．り’り‥

－レ゛゛Ｉ．゛－″・゛ｓ

ｒＳＩＩ・，．

Ｊ＊み，－し．ご宍7－………：一；～・・；●ｌｉ＝．’゛……ｒ鳶1

よ

・

目｜；

（

希麟

乙こＬＩ‾：゛－‘｜

－六白■

大
咀
Ｒ
施
否
轟
極
的
に
す
す
め

て
き
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
青
少

年
の
健
全
な
発
連
々
願
ラ
た
め
四

月
に
青
少
年
対
策
室
息
賊
。
来

年
二
月
か
ら
は
、
青
少
年
相
談

。
宇
治
こ
こ
ろ
の
電
話
″
が
ス
タ

ー
ト
す
る
予
定
で
す
。

五
月
に
は
、
地
域
の
文
化
を
支

え
、
暮
ら
し
を
高
め
る
い
ろ
い
ろ

な
学
習
や
活
動
が
で
き
る
拠
点
と

し
て
木
幡
公
民
館
、
つ
づ
い
て
九

月
に
は
小
倉
公
民
館
が
完
成
し
ま

し
た
。
ま
た
、
立
ち
遅
れ
て
い
た

都
市
基
盤
整
備
を
進
め
る
た
め
、

総
＜
！
0
福
襲
掠
、
市
民
文
化
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
建
設
小
栗
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
観
光

セ
ン
タ
ー
、
酉
宇
治
消
防
出
張
所
、

宇
冶
白
川
線
改
良
工
小
は
来
春
に

完
成
す
る
予
定
で
、
宇
治
市
の
ま

ち
づ
く
り
は
ｆ
ｔ
実
に
歩
ん
で
き
た

と
い
え
ま
す
。

▲文化・行政地域の主要道路になる宇治白川線の改良工事（10月）

廳
Ｌ
つ
」
」

▲市の花゛やまぷき。を記念植樹（3月）

ト
9
月
に
建
設
さ
れ
た
青
少
年
セ
ン
タ
ー

’81

宇
治
市
の

あ
ゆ
み
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慢
性
的
な
交
通
渋
滞
を

解
決
す
る
た
め
近
鉄
大

久
保
駅
周
辺
整
備
計
画

を
策
定
（
4
月
）

1
1
月
に
木
幡
公
民

館
前
で
青
空
市
民

相
談
を
開
催

上
は
9
月
に
完
成
し
た
小
倉
公
民
館
。
右
は
5
月

に
完
成
し
た
木
幡
公
民
館
で
学
習
す
る
市
民
の
み

な
さ
ん

， ‥ － ・ ‘ ， ’ ・ ， － ： Ｉ ， ・ ’ ・ 癩 1 1 1 1 1

出
初
式

Ｖ
と
き
＝
・
1
月
7
日
出
、
午

前
1
0
時
～
正
午
ｙ
と
こ
ろ
・
＝
宇

治
公
園
中
ノ
島
▼
内
容
…
消
防

車
の
パ
レ
ー
ド
や
優
良
消
防
団

員
の
表
彰
、
一
斉
放
水
な
ど
。

な
お
、
午
前
8
時
3
0
分
に
消

防
団
員
招
集
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴

り
ま
す
。

親
子
映
画
の
つ
ど
い

公
民
館
で
は
、
1
月
6
日
限

に
親
子
映
圃
の
つ
ど
い
を
開
き

未
了
。

ｙ
時
間
と
場

所
・
＝
午
前
1
0
時

か
ら
禾
幡
公
民

館
で
、
午
後
1

時
か
ら
小
倉
公

民
館
で
、
午
後

。
ａ
時
か
ら
宇
治

巾
公
民
館
で
▼
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新春の

催し
も
現
地
解
散
。

成
人
の
日
の
つ
ど
い

収
人
を
仰
Ｘ
る
肖
缶
函
心

に
、
今
年
も
実
行
委
目
会
が
準

備
か
子
す
め
て
い
未
了
。

今
年
、
成
人
の
日
の
つ
ど
い

に
参
加
で
き
る
人
は
、
昭
和
三

上
〈
年
四
月
。
百
か
ら
昭
和
三

‐
：
ｊ
－
4
－
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
で
す
。

ｙ
と
き
1
月
1
5
‐
心
、
午
後

1
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
：
木
幡
中

学
校
体
育
館
▼
内
容
・
：
式
典
と

2
0
歳
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
出

演
Ｉ
Ｋ
Ｂ
ｓ
ラ

ジ
オ
Ｄ
・
Ｊ
鈴

ｎ
雄
三
さ
ん
、

落
語
家
桂
春
蝶

さ
ん
、
Ｐ
Ａ
ｓ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
、
サ
ウ

ン
ド
ー
カ
ー
ニ

バ
ル
）
。

5

上
映
作
品
・
＝
各
会
場
と
も
「
星

の
王
子
さ
ま
」
（
カ
ラ
ー
3
0
分
）

ｆ
と
「
ガ
キ
大
将
先
生
」
（
カ
ラ

。
‐
1
4
8
分
）

く
わ
し
い
こ
と
は
、
各
公
民

館
へ
。市

民
歩
こ
う
会

（
第

1
7
5
回
）
ｙ
と
き
＝
・
1
月

3
日
旧
、
午
前
9
時
半
に
市
役

所
前
に
災
‥
▼
行
先
＝
・
桃
山
御

陵
方
。
㈲
、
な
お
雨
天
中
止
。

（
第

1
7
6
回
）
ｙ
と
き
・
＝
1
月

1
0
日
即
、
午
前
8
時
半
に
市
民

会
館
前
に
集
ｉ
ｎ
ｋ
行
先
…
立
木

態
‥
、
雨
天
の
場
合
は
1
月
1
7

日
順
に
延
期
。
な
お
、
二
回
と

移
動
図
書
館
そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

木
彫
入
門
教
室

ｙ
と
亭
・
―
月
1
4
‐
巾
・
2
1

‐
困
・
。
2
8
‐
内
、
2
川
1
2
口
吻

1
8
日
困
・
2
5
日
俐
、
午
沁
ア
時

1
9
時
▼
と
こ
ろ
…
宇
治
市
公

民
館
ｖ
テ
ー
マ
：
奥
術
工
芸
品

を
彫
る
▼
講
師
二
匠
会
＜
ｓ
員

の
服
部
生
彦
さ
ん
▼
定
り
・
・
1
5

人
（
先
哲
順
）
▼
費
用
…
教
材

穴
千
円
▼
申
込
み
・
：
往
復
は
が

き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
・
職
業
と
「
木
彫
入
門

教
室
希
望
」
と
ｍ
‥
き
、
1
月
1
0

日
ま
で
に
宇
治
市
公
民
館
（
〒

則
宇
治
里
尼
7
1
－
ａ
＞
Ｂ
ｃ
2
8

0
4
）
へ
。（

’
8
2
年
１
月

分
’
年
1
月
分
）

‰
吻

Ｖ7

東南

山

広岡

谷

御蔵

山

六地

蔵

14

●●30

Ｓ

15

●●50

13

●●30

Ｓ

14

●●10

14

●●40

Ｓ

16

●●20

13

●●30

Ｓ

14

丿●20

梅垣

タ／く

コ店

前

明星

保育

園上

ル

御
蔵

山
小

学
校

ノぐ地

蔵公

会堂

前

1 9
一
日
以
降
の
日
程
は
、

〈
市
民
図
－
Ｍ
休
室
日
〉

来
年
1
‐
Ｕ
目
号
市
政
だ
よ
り
に
掲
載
。

1
2
月
2
8
日
～
1
月
4
日
と
Ｈ
日
。
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市
職
貝
の
給
与
は
、
地
方
公
務
員
法
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
給
与
決
定
の
原
則
に
従

っ
て
、
条
例
で
定
め
て
い
ま
す
。
最
近
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
給
与
問
題
が
度
々

と
り
あ
げ
ら
れ
、
各
方
面
で
関
心
を
呼
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
議
会
を
通
じ
て

議
案
書
に
記
載
す
る
こ
と
で
公
表
し
て
き
ま
し
た
が
、
よ
り
広
く
市
民
の
み
な
さ

ん
に
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
市
職
員
の
人
件
費
、
職
員
の
給
与
費
、
平
均
給
料
、

退
職
手
当
な
ど
九
項
目
に
わ
た
り
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
（
こ
こ
で

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
給
与
な
ど
は
、
す
べ
て
の
税
や
各
種
保
険
料
な
ど
を
引
く
前

の
額
で
、
い
わ
ゆ
る
手
取
り
額
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

（
4
）
初
任
給
の
状
況

区分

本市 国

採用時 1年経過後 2年経過後採用時 1年経過後2年経過後

一般

行政職

大学卒 109、700円133，000円139，000円97，000円101，600円105．900円

高校卒 93，100円109，700円115，600円82，000円 84，600円87，200円

（56年4）ｉ現在）

※採用時では、大学卒で国より2号給、高校卒で3号給高い金額となっていま

す。

Ｂ
、
年
齢
別
平
均
給
料

年齢 給料

30
円179，400

40歳 円259，600

50
円328，200

（
5
6
年
4
月
現
在
）

※
こ
の
表
は
、
高
校
（
1
8
歳
）

又
は
大
学
（
2
2
歳
）
を
卒
業
し

て
す
ぐ
に
職
貝
と
な
っ
た
場
合

を
、
例
に
あ
げ
て
い
ま
す
。

な
お
。
こ
の
給
料
額
に
は
調

整
手
当
、
扶
養
手
当
等
は
含
ま

れ
て
い
ま
せ
ん
（
調
整
手
当
の

額
は
、
一
般
的
に
は
給
料
と
扶

養
手
当
の
合
計
額
に
8
賢
を
乗

じ
て
得
た
額
と
な
り
ま
す
）
。

市役所の業

務
12月29日から1月3日まで休み

今
年
も
肺
辰
￥
か
ト
ト
年

末
に
な
る
と
、
印
か
ん
証
明
の

交
付
。
税
務
な
ど
の
窓
口
関
係

は
混
受
に
い
卓
子
。
ご
用
の
あ

る
人
は
、
早
め
に
お
済
ま
ｆ
ｅ
ｖ

だ
さ
い
。
年
末
の
市
役
所
の
一

般
業
務
は
十
二
月
二
十
八
日
で

終
了
し
康
す
。
た
だ
し
、
出
生

届
や
死
亡
届
、
婚
姻
届
な
μ
ほ
、

休
み
中
忍
舟
け
て
い
ま
ず
。

ま
た
、
会
計
課
の
支
払
い
も
二

ナ
曹
笙
で
で
ｙ
。

〈
市
役
所
連
絡
所
〉

市
内
八
力
所
の
商
店
の
ご
協

力
で
開
設
し
て
い
る
市
役
所
連

絡
所
は
、
ト
二
月
二
十
九
日
か

ら
一
月
四
日
ま
で
休
み
、
五
日

か
ら
収
扱
い
ま
ず
。

年
内
に
住
民
票
な
芦
か
必
要

な
人
は
、
連
絡
所
へ
十
二
月
二

1
五
日
の
午
前
中
に
、
た
だ
し
、

ウ
サ
ギ
堂
、
あ
た
り
ゃ
は
定
休

日
ぶ
ゐ
で
十
二
月
二
十
四
日

午
前
中
に
、
市
民
課
へ
は
十
二

月
二
十
八
日
の
午
前
十
一
時
半

ま
で
に
申
請
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

〈
休
日
急
病
診
療
所
〉

宇
治
市
休
日
急
病
診
療
所
は

印
末
年
始
も
開
空
車
ｙ
。
急
阿

の
時
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
診
療
冷
礎
け
ら
れ
る

人
は
「
健
康
保
険
証
」
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

ｖ
診
療
科
目
と
認
察
日
…
内

科
・
小
児
科
＝
1
2
月
3
1
日
～
1

月
3
日
、
歯
科
＝
拶
節
日
～

1
月
3
日
ｖ
受
付
時
闘
・
・
・
午
前

9
時
5
0
分
～
午
後
4
時
半
ｙ
診

療
時
問
・
・
・
午
前
ｍ
蒔
～
1
9
一
時
、

午
後
ｔ
時
～
Ｉ
Ｄ
時
ｖ
所
在
地
・
・
・

宇
治
下
回
Ｂ
の
2
（
市
役
所
の

向
か
い
側
豊
⑩
ｔ
6
3
0
）
。

無
火
災
で
年
末
年
始
を

あ
わ
た
だ
し
い
年
末
。
火
事

に
な
っ
た
ら
ｔ
ハ
変
。

十
二
月
二
十
八
日
か
ら
、
消

防
本
部
や
消
防
団
は
年
末
特
別

警
戒
夕
公
民
館
や
消
防
機
具
庫

で
実
施
し
拿
す
。
し
か
し
、
防

火
の
塗
り
于
は
二
人
一
人
が

隻
￥
る
”
こ
と
で
す
。

工
業
統
計
調
査

通
商
産
業
省
が
今
年
も
、
十

二
月
三
十
一
日
現
在
で
、
製
造

業
を
対
象
に
工
業
統
計
調
査
を

行
い
未
了
。
近
日
中
に
調
杏
員

が
お
伺
い
し
、
調
哀
思
記
入

水
道
管
に
も
冬
じ
た
く

を

夜
間
の
冷
ふ
込
み
が
一
段
と

厳
レ
ふ
っ
て
章
乙
だ
。
水

道
管
の
凍
結
が
予
防
す
る
に
は

露
出
し
た
部
分
に
防
寒
材
や
テ

ー
プ
な
戸
莽
巻
い
で
防
寒
す
る

と
効
果
的
で
す
。
凍
結
し
た
ら

ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る
ま
湯
衆
か
け

て
溶
か
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

な
お
、
年
末
年
始
に
水
道
管

が
故
障
し
た
と
き
は
、
次
の
当

番
表
に
も
と
づ
い
ア
辺
ぐ
の
公

認
業
者
に
直
接
連
絡
今

〈公認業者当番表〉

1●3 1

●2

1

●1
12●
31

12

30

12

29

月

日

㈱新

下工

業

池32田

｜工2業

6所8

0

南21郷

｜工2業

3所1

0

西31田

1工8業

2所5

5

加31賀

1工5業

8所1

5

宇31治

1川8工

6業8所

8

東

地

区

山田

工業

所

森21田

1水3道

4工2業

9所

22；；
付

け

西4】潭ＩＳ3：

7備5工

5業6

大訴

乙

㈱22関

｜口8工

3業3

8

中

地

区

植田

ポン

プ㈱

西22岡

｜工5業

5㈱5

1

ウ43チ

1ラ4管

1工6事

8㈱

朝21日

1建2設

1㈱8

5

㈱43森

』工1業

4所7

4

㈱44彩

1光5Ｓ5：

6恂3

0

西

地

区

■
出
る
前
、
寝
る
前
に
火
の
元

の
点
検
を
。

■
暖
房
器
具
は
「
①
器
具
は
安

全
か
、
②
置
訳
詞
は
よ
い
か
、

③
使
い
方
は
正
し
い
か
、
④
後

始
末
は
ぽ
実
か
」
の
チ
エ
″
ク

凭■
家
の
周
囲
の
整
理
整
と
ん
欠

を
依
頼
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
（
企
画
課
）

医
療
関
係
者
は

年
末
届
出
を

医
師
な
ぺ
医
原
関
係
免
許

か
石
つ
人
は
、
十
二
月
三
十
一

日
現
在
の
就
業
状
況
な
ど
を
、

一
月
十
五
日
ま
で
に
届
出
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
ず
。

届
出
先
は
、
歯
科
衛
生
士
と

歯
科
技
工
士
は
府
衛
生
部
医
療

課
、
そ
れ
以
外
は
保
健
所
へ
。

外国人の皆さんへ

来年ｌ月ｌ日から、児童手当・

福祉手当の給付と国民年金に加入

できるようになります．くわしい

ことはｌ月ｌｌ日号市政だよりで．

農
業
委
員

選
挙
人
名
簿
の
調
整

一
月
一
日
現
在
で
。
農
業
委

員
の
選
挙
人
名
簿
Ｇ
最
で
き

る
人
の
調
整
を
し
ま
す
。
申
請

書
の
届
い
た
農
家
は
、
一
月
十

日
ま
で
に
申
請
書
夕
提
出
く
だ

6

（55年度普通会計決算より）（56年度普通会計予算）

（
1
）
決
算
額
に
占
め
る
人
件
費
の
割
合

※
1
、
人
件
費
に
は
、
特
別
職
（
市
長
・
議
貝
な
ど
）

に
支
払
っ
た
給
料
、
報
酬
な
ど
す
べ
て
の
金

額
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

2
、
市
が
臨
時
的
に
雇
用
す
る
ア
ル
バ
イ
ト
賃
金

は
、
人
件
費
に
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

（2）

職
員
給
与
費
の
内
訳

職員｜人当り年間平均給与費409万円

※
1
、
給
与
費
は
、
一
般
職
（
特
別
職
を
除
く
）
の

職
Ｕ
に
か
か
る
金
額
（
共
済
費
は
除
く
）
。

2
、
そ
の
他
手
当
に
は
、
退
職
手
当
、
児
童
手
当

は
含
ま
ず
。
管
理
職
手
当
。
特
殊
勤
務
手
当

な
ど
一
部
の
職
貝
に
支
給
し
て
い
る
も
の
も

含
ん
で
い
ま
す
。

（3）

平
均
給
料
月
額
と

平
均
年
齢

（
5
6
年
4
月
現
在
）

区分

一般行政職

平均綸料月額 平均年齢

本市 194，862円 33．6歳

国 196，235円 40．0歳

※本市において職貝構成比が最も

高い㈹寿的な職種としての一般行

政職を例にあげています。この中

には、税務、水道・消防・技能・

幼稚園の職員などは含んでいませ

ん。

（5）

一
般
行
政
職
の

平
均
給
料
月
額

Ａ
、
経
験
年
数
別
平
均
給
料

犬 10年 15年 20年

大学卒
円195，700 円232，900 円275，400

高校卒 円166，200
円195，243

円237，967

（56年4月現在）

市職員給与のあらまし
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（3）第579号 宇ｉ台ｒｆＪ

区分卜こ
本市 国

自己都合 募集 自己都合 勧奨

20年
11分30．5

Ｈ分45．5975 月分21．0 Ｈｉ｝31．5

30年
月分48．5 月分75．66 Ｍ分41．25 月分59．4

35年
月分56．0 月分87．36 月≪■48．125 ｔＨ分69．3

最高限度額
ｔｌ分63．5 ）ｌ分99．06

）1分60．0
；ｉ分69．3

＼人当たり平ｉｔ！支綸額
ｆ円1，268 千円19，264

平均勤続年数 5年ｌｌ” 23年7Ｍ

※1．本市欄では、国の勧奨制度に準じた募集退職で表示しています。

2．退職手当の1人当たり平均支給額は、55年度に退職した仝ｍ睡にか

かる職貝に支給された平均額です。

区分 拾料月額など

給

料

市長 600，000円

助役 490，000円

収入役 420．000円

報

酬

議託 370，000円

副議妊 330，000円

議貝 300，000円

期

末

勤

勉

1

当

市長

助役

収入役

年度 期末 勤勉

55

6月 1．4月分 0．5月分

12月 1．9ｎ分 0．6ｎ分

3月 0．5月分

計 3．8月分 1．1月分

56
6月 1．4月分 0．5月分

12＞ｊ 1．9月分 0．6月分

議長

副議長

議Ｕ

55

6月 1．4月分

12月 1．9月分

3Ｊ］ 0．5月分

計 3．8月分

56

6ｎ 1．4月分

12月 1．9月分

（
5
6
年
‐
一
月
現
在
）

Ｂ
、

退
職
手
当
の
支
給
状
況

（
9
）
特
別
職
の
報
酬
等
の
状
況

以上のとおり、市職貝の給与の実態について、そのあら

ましをお知らせしましたが．この公表は、今年ｓ月間議決

＼で

定されました「行財政改革に閔する当面の堆本方針」に

し

ｊづき実施したものです．（ｍｍ）

（6）一般行政職の等級別職員数
（56年4月現在）

区分 1等級 2等級 3等級 4等級 5等級 6等級 計

部長職 17人 17人

課長職 50人 8人 58人

係長職 17＆ 74人 91人

主事等 14人 75人 259人 91人 27人 5人 471人

職貝数計 98人 157人 259人 91人 27人 人5
人637

構成比 15．4％24．6％40．7％14．3％4．2％ 0．8°’°100％

※1．本市では一定の経験年数を超えれば、すべての職貝が1等級

まで昇格する制度となっています。

2．高校卒の場合を例にとりますと，6等級へ格付け後、約21年

間で1等級へ昇格します。

年度 指数

本市 京都府

53 123．4106．9

54 121．6106．2

55 120．3106．3

国
家
公
務
貝
と
地
方
公
務
貝
の
給
料

水
準
の
総
合
比
較
を
行
う
方
法
の
一
つ

と
し
て
、
「
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
」
が
広

く
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
と
は
、
地
方
公

共
団
体
の
職
貝
構
成
（
学
歴
別
・
経
験

年
数
別
）
が
国
と
同
一
で
あ
る
と
仮
定

し
た
場
合
に
、
国
の
給
料
額
を
川
と
し

て
求
め
ら
れ
る
数
値
で
す
。

自
治
省
の
調
べ
に
よ
り
ま
す
と
、
昭

和
5
5
年
4
月
現
在
の
全
国
6
3
6
市
中
ご
フ

ス
パ
イ
レ
ス
指
数
が
1
2
0
を
こ
え
て
い
る

市
は
4
0
団
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
表
の
と
お
り
の
指
数
で

す
。

（8）手当の支給状況
（56年12月現在）

レノ
本市 国

期末 勤勉 期末 勤勉

55

6月 1．4月分 0．5ｌ］分1．4月分 0．5月分

12月 1．9月分 0．6月分 1．9月分 0．6月分

3月 ｏ．5月分－ 0．5月分 －

計 3．8月分 1．1月分 3．8月分 1．1月分

56

6月 1．4月分 0．5月分 1．4月分 0．5月分

12月 1．9月分 0．6月分 1．9月分 0．6月分

（7

ラ
ス
パ
イ
レ
ス

指
数

Ａ
、
期
末
・
勤
勉
手
当
（
ボ
ー
ナ
ス
）
の
支
給
状
況

Ｚ
‘
1
0
9
4
6
2
‐
5
3
3
2
2
2
1
5
2
2
3

さ
い
。

（
農
業
表
貝
会
）

相
談
カ
レ
ン

ダ
ー

1
月
分

’82
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マ卜腿 小倉町・伊勢田町・棋島町・宇治・羽拍子町地域

12／23（水）東目川、西目川、南落合（0～5の通りまで）

12／24（木）
南落合（6～13の通りまで）内浦（100～110）．南浦（＆4～98）、大京団地、山際一部

12／25（金）ｍｍ（30～33）、山浦、酉浦一都、神楽田一部（近鉄以西）

12／26（土）山際、半白、蓮池、薗場（大川原ｍ以北）、大幡、北内、門口、幡貫、郡、石橋（人川原線以東）

12／28（月） 東山、天王、寺内全域、蔭山

12／29（火）
老ノ木、久保、西山（Ｈ諮以東）、西浦、吹前、中川原（大川原級以東）
十一（大川原線、ｉｎ道以東）、十六（医道以東）、十八（国道以東）

1／6（水） 南堀池（本通以北）、南堀池（本通以南）、堀池

ｌ／7（木）
南堀池（大和、田中）南遊田、遊田、砂田、井尻、中ノ田、名木、浮面、安田町全域

ｌ／8（金） 南山、ウトロ、中ノ荒、中山（近鉄以酉）、毛語全域
ｌ／9（土）中山（近鉄以東）、大谷、若林、羽拍子

ｉ／ｉｉ（月）西畑、中畑、呑日森．－ノ坪、島前、大川原、中川原（大川原線以西）、大町、蛇塚，弐番（府退以北）、池森米阪

1／12（火）北山Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ団地、中央台、西山（［固！以西）．神楽田（山中含む）

粗
大
ご
み
、
大
量
の
ご
み
は
、

電
話
で
有
料
収
災
の
申
込
み
か
泌

付
け
て
い
康
ヂ
。
年
内
処
理
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
十
二
月
二
十

四
日
囚
ま
で
に
清
掃
課
（
豊
μ
―

仙
郷
山
埋
立
処
分
地

』
仙
郷
山
埋
立
処
分
地
は
、
十

二
月
二
十
九
日
囚
午
後
四
時
ま

で
業
務
を
行
い
ま
す
。
混
雑
し
ま

す
の
で
早
め
に
持
ち
込
ん
で
ぐ
だ

さ
い
。
車
に
は
シ
ー
ト
を
必
ず
か

ぷ
せ
て
ぐ
だ
さ
い
。
来
年
は
一
月

四
日
か
ら
始
め
ま
す
。

1
臨
時
ご
み

収杢集土

ド

収岑詐

区

収＾集木

地の区

12月

30日

（徊

12月

29日

（火）

12月

28日

卯

年
末
は
、
十
二
月
三
十
日
附
ま

で
平
常
ど
お
り
収
集
し
ま
す
。
新

年
は
一
月
四
日
聞
か
ら
平
常
収
集

し
ま
す
。年

末
最
後
の
収
集
日

燃
え
る
ご
み

』

1
4
1
）
へ
。
料
金
は
、
ご
み
の

量
に
Ｉ
心
じ
て
い
た
だ
孝
柔
ｙ
。

し尿収集（特別収集期間12／23～1／12）

マ卜総 六地蔵・木幡・五ヶ庄・菟道・炭山地域

12／23（水）
町並、奈良町、畑町、河原、徳永、随ノ木町、紺Ｍ町、札ノ辻町、一丁目、
北御蔵山（平尾）、中御蔵山、炭山全域

12／24（木）
正中（国鉄以酉）、西中、東中（国鉄以西）、陣ノ内（国鉄以西）、内畑、壇ノ東、西浦、
熊小路、大瀬戸（国鉄以西）

12／25（金）中村（国鉄以西）、南端（国鉄以西）、大林、梅林、芝ノ東（國鉄以西）、西浦一部

12／26（土）野添、谷前、西浦一部、梅林官有地（ｍｍ官舎）

12／28（月）寺界道、古川、西田．北ノ庄、西浦一部、新開、平野府営住宅．折坂一部

12／29（火）福角（国鉄以西）、日皆田、岡本、上村、大八木島

1／6（水）一里塚、戸ノ内（椙島飛地）、車田（全域）、平町

1／7（木）
丸山、出口（国鉄以西）、谷下り（國鉄以西）、森本（国鉄以西）
福角（国鉄以東）、折坂（国鉄以東）、平野、一番割、二番割

1／8（金）三番割、西浦（国鉄以東）、芝ノ東（府道両側）、南端（国鉄以東）

ｌ／9（土）芝ノ東（府道以東）、広岡谷、南山（Ａ）、中村（さつきヶ丘）、金草原

1／11（ｎ 南山（Ｂ）、南山畑、大瀬戸（国鉄以東）、中村（国鉄以東）

1／12（火）北山畑、東中（国鉄以東）、北畠、桧尾、平尾、須留

ｙヽヽ礎 白川・志津川・菟道・宇治・神明・広野町・開町・大久保町地域

12／23（水）
下居、善法、壱番、妙楽、宇文字、里尻（国鉄以南）、塔川、蓮華、東内、又振、山田、

紅斎

12／24（木）
乙方、山木、白川、金井戸、志津川、荒棋、田中．大垣内、妙見，森本（国鉄以東）、
段ノ上、藪里．東・西隼上り、東中、西中、河原、門前、只川、中筋、池山、
谷下り（国鉄以東）、出口（国鉄以東）

1／8（金）田原、井ノ尻、旦椋、平盛、南ノロ

1／9（土）
北ノ山、山ノ内、上ノ山、大竹、茶屋裏、南ノロー部、久保、西裏、寺山、
寺山（翠光園団地）、東衷（国鉄以西）、石塚（心華寺通り以西）

1／11（月）宮谷、尖山、一里山、東Ｍ（国鉄以東）、桐生谷、大開、丸山、中品

1／12（火）開町、小根尾、宮東、宮西、宮北、石塚（心華寺通り以東）、宮北一部

（57年1月分）

もえないゴミ収集日程表　市役所清掃課　Ｔ

ＥＬ223141番

宇治（里尻、小桜、宇文字、壱番、妙楽、蓮華、

塔川．善法、東山、下居、琵琶、野神、弐番12／？1ｌ／ｌｌ27池森、米阪、矢落、若森、国鉄以南の天神）

白川（全域）

南陵町（全域）羽拍子町（国道筋を除く全域）

221／1228旱器｜食箆？大谷、野神一部）

琵琶台（全域）広野町（小根尾一部）

開町（国道筋を除く全域）231／1329広野町（小根尾、大開、尖山、宮谷、中島．丸山）

西大久保府営住宅（1～2ｏ棟

広野町（桐生谷、一里山、東裏、寺山、国道筋を除
く西裏・茶ｍ裏

241／1430大久保町（北ノ山、山ノ内、南ノロ、大竹、上ノ山、久保）

西大久保府営住宅（21～32棟）

安田町（全域）伊勢田町（名木．浮面、蔭田、中ノ田．中荒．新中ノ

荒、ウトロ、南山）

251／15開町（国道筋）広野町（成田．新成田、国道筋の西裏・茶屋衷、派

出所前から近鉄踏切までの府道筋）大久保町（田原、旦椋、平盛、井ノ尻、南ノロー部）

宇洽（半白）小倉ＨＩ（新田ａを除く近鉄以東の全域、西山）261／16

羽拍子町（国道筋）伊勢田町（北山．大谷．若林．井尻、中山、毛語）

小倉町（南浦、山際、京銀前から南京信前までの市

281／18ｉ？＾ｍｔｔｊ雪ご競や）

西大久保府営住宅（33～43棟）

小倉町（蓮池、堀池、南堀池、京銀前から南京信前

291／19までの市道筋以北の西浦）伊勢田町（南遊田）

57棋島町（全域）

1／420小倉町（近鉄以東の新田島）宇治（戸ノ内、蔭山、国鉄以北の御廟・天神）

木幡（平尾、御蔵山、畑山田、御園．陣ノ内、赤

1／521塚、花揃、金草原、北畠、桧尾、北山畑、国鉄以東の正中・東中）

六地蔵（全域）木幡（河原、北島、西中、内畑、大瀬戸、西浦、

1／622中村、南山畑、南山．南端、国鉄以西の正中・東中）

五ヶ庄（広岡谷、国鉄以東の芝ノ東）

木幡（熊小路）五ケ庄（雲雀島、谷前、西田、古川、北ノ庄、壇ノ

東、寺界道．野添、大林、梅林、西浦、新開1／725平野．折坂、福角．－・二・三番割、国鉄以

西の芝ノ東）菟道（平町）

五ヶ庄（大八木島、上村、岡本、日皆田、一里塚、戸ノ内、京大宿舎）

菟ａｓ（平町を除く全域）1／826明星町（全域）

志津川（全域）宇冶（山本、乙方、東内、又振、山田）

す
み
よ
い
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境
を
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く
り
ま
し
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ら
）

し尿収集

日程表

城南衛生管理組合

八幡市八幡沢ＴＥＬ075－631－5171～3

白川・志津川・菟道・宇 台・神明・広野町・開町・大久保町地域

1／13野神、大谷．弐番（府ｉｌＪｉｌ南）大谷山権ｎ．町）．琵價、若森（国鉄以南）矢落（国鉄以南）
14下居、善法、壱番，妙楽、宇文字、里尻（国鉄以南）以川
16蓮華、乙方、東内、又振、山田、紅斎．白川、金井戸山本荒棋、田中大垣内妙り

森本（国鉄以東）、段ノ上、藪里、東西隼上り、東中、西中．河原、門前、只川、中筋．18池山，谷下り（圓鉄以東），出Ｌ］（国鉄以東）、志津川

28田原、井ノ尻、日椋、平盛、南ノロ
29北ノ山、山ノ内、上ノ山、大竹、茶崖表、久保．南ノＬＩ一部．西表、寺山（国鉄以西）．寺山（翠光嘲団地）

寺山、大開一部、宮谷、尖山一部、丸山、一里山（府ｍ以南、巾道以東）、中島、30石塚（心華寺通り以西）

2／1東裏、一里山、桐生谷．関町．石塚（ｔ－華寺通り以東）、宮北一部
2／2／艮艮尾大開一部、尖山一部，宮東、宮西、宮北

年末年始のし尿収集日程について

年末の収集は12月29日（火）まで

行っています。

年内に定期収集でくみもれが

ありましたら必ずマンホール側

（収集ロ）から確認のうえ12Ｈ

30日水）の午前12時までに城南衛

生管理組合（ＴＥＬ631－5171）

へご連絡ください（12月30日午

前中までに連絡のない場合は対

応出来ません）。

又、臨時収集（有料）の申込

みは12）126日出午前中までにご

連絡ください。

なお、年始は1＞！6出羽から

収！ＩＳをはじめます。

小倉町・伊勢田町・棋島町・宇治・羽拍子町地域

1／13戸ノ内，矢落（匡政以Ｊｔ）、若森（国鉄以北），里尻山ｍ以＼－．）／ｌ≪
14東目川、西目川．南落合（0～3の通りまで）
16ｍｍ合（4の通り以降～13の通りまで）
18南ｆｉｌｉ（100～110、84～98．30～33），大只団地、山際一部
19南浦、西浦一部、神楽田一部（折鉄以西）

半白、山際、薗場（大川原線以北）、大幡、北内、門Ｌ」、幡貫、郡、20石橋（大川原線以東）

21老ノ木、久保、西山（国道以東）、蓮池

22壮言感泣虻臨度計低温高齢貨幣渋臨
23寺内、西浦
25南堀池（本通以北）、南堀池（本通以南）
26南堀池（大和，田中）、堀池

南遊田、遊田、砂山、南山、ウトロ、毛語一部．中ノ荒、井尻、27中ノ田、名木、浮面、安旧町令域

中山（近鉄以東）、大谷、酉畑、中畑．呑日森、－ノ坪、島前、28大町、大川原巾川原（大川原線以西）

29中山（近鉄以西）毛謡、若林
30羽拍戸

2／1蛇塚、弐番（府ぶ以北）、池森、米阪

北山Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ団地、中央台、酉山（国ｉＢ以西）、2神楽田（山巾含ｔｓ）

年
末
年
始
の
特
別
収
集

ご
み
・
し
尿
の


	page1
	page2
	page3
	page4

